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が っ て い た ことが 確認 された ．こ の化 石オ ア シ ス の 縁部に，約 8500年前 に形成 された新石器時

代 の 住居址 と，オ ァ シ ス の 水 を用 い る ため の 利水施設が発掘 されて い る こ とか ら，これが完新

世初期に お ける湿潤期 に 形成 され ，そ の後 の 気候 の乾燥 化で 化石 地形化 し，そ の 痕跡 を留 め る

に至 っ た こ とが推定 された．

　　キ ー
ワ
ー ド ： オ ア シ ス ，砂 漠，新石器 時代 ，沼池，湿潤化

7 ．宮崎層群にお ける泥岩層の 風化速度

高谷精二 ・鈴木恵 三 ・野尻 正太 （南九大）

Seiji　TAKAYA
，
　Keizo　SUZUKI 　and 　Shouta 　NOJIRI ： Weathe血 g　speed 　 of 　mud 　stone 　in

Miyazaki 　Group

　宮崎市の 南部 に は砂岩泥岩の 互層か らなる宮崎層群 と呼ばれ る地層が 分布 して い る．こ こ を

通過す る国道 220号線 は，斜面崩壊 に よ りしば しば交通 の 途絶が起 こ っ て い る 、2004年の 台風

23号 に よ り，旧サ ボ テ ン 公園の 南側 に 滑落崖長 が 350m ，崖の 高 さ 60m と い う大規模 な地 すべ

りが発生 した．こ の 地す べ りは滑落崖の 形態が ，直線状 で ある こ と と，移動が 04 年 と 05年の

2 回お こ っ た と い う特徴 が あ る．こ の 地 す べ りに よ り，砂岩層 と砂泥互 層 よ りなる 崖が で き，

上 部の 砂岩層で はブ ロ ッ ク状 の 崩壊が起 こ り，砂泥互層 で は泥岩 の ス レ ーキ ン グが見 られ た．

こ の ような泥岩の ス レ ーキン グの 速度 を観察す るため に，泥岩の ブ ロ ッ ク の 横 に ポール （測量

用） を立 て，20cm 間隔で ，ポール と泥岩 ブ ロ ッ ク の 距離 を測定 し，ス レ
ー

キ ン グ速度 とした．

測定は 2005年 1月 31 日に開始 し，8 月 25 日 まで の 200日間行っ た．（こ こ で終了 した の は そ の

後，9月 19日に台風 14号が来て 測定場所が消 滅 した）そ の 結果 t 最大で は 69cm 最小 で は 48　cm

で ，平均 で は 57，8cm とな っ た ，こ れ は 日量 で は 2．9mm ，年間で は約 1m で あ る ．また滑落崖

下に堆積す る崖錐 の堆積速度 は，日量 L6cm で 年間で は 5．8m となっ た，崖錐 は ス レ ーキ ン グ

が進 む と上 部の 露岩面積が縮小 し，堆積物 の 供給 が小 さくなる の で ，堆積 速度 は露岩面積 と の

関連の 上 で 把握す る 必要が ある ．

　　キー
ワ

ー ド ：泥岩，風化速度

8 ．阿武隈 山地中央部で 山体を形成す る斑れい 岩，および花 こ う岩風化殻 の風化分帯一節理密

　 度 ・理 学的性質の変化か ら見て
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 山 内竜司 （日本大 ・院）・藁谷哲也 （日本大）

Ryuji　YAMAUCHI 　and 　Tetsuya 　WARAGAI ： Zoning　of 　gabbroic　and 　granitic　weathering

crust 　by　joint　density　and 　 rock 　 properties　 in　 Abukuma 　MountE 血 s

　地表面か ら深度 （D ）約
一70m まで の 斑 れ い 岩 （Gb）と約

一60　m ま で の 花 こう岩 （G）の 風

化殻を観察で きる黒石山 と桧山 を対象 と して ，節理密度 と理学的性質の 変化 を もと に風化分帯

を行 い ，風 化過程 の差異 を比較 した ．現地で は深 度の 異なる 地点 （Gb ：28 地点，　 G ：31地点）

で ，節理密度 （D 」，n ／φ 1m ） と シ ュ ミ ッ トハ ン マ
ー反発値 （R，％）を測定 した．また，採取

試料 （Gb ：7 地点，　 G ；9 地点）か ら，乾燥密度 （ρ d，　 g！cm3 ），超音波伝播速度，お よび引張強

度 を求めた ．Djの差異か ら，斑 れ い 岩は風化殻 1帯 （D 」
：0，8）， 1 ・

皿帯 （1 帯は D ，
：4．3，皿

帯 は Dj ： 17．8），1V帯 （節理 は測 定不能）に 分帯で きた ．また，花 こ う岩 は風化殻 1 帯 （Dj ：

0．7），丑 帯 （Dj ：2，1），皿帯 （Dj ：6．4），
工V帯 （節理 は測定不能）に 分帯 で きた ．理 学的性質

の なか で ，R と ρ d か ら強度，お よび物性 の 変化 を捉 える と，斑れ い 岩の Djの 変化 は ，お もに皿

帯 （D ： − 35m ＜）か ら大 きい が T 強度 （R ：69　一　57） と物性 （ρd ：3．0〜2．8）の 変化は漸移

的で ある ．花 こ う岩の Djは ， 1 帯 （D ： − 30 〜− 13m ）か ら皿帯 （D ：
− 13〜 − 6m ）に か け
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て徐 々 に変化するが 強度 （R ：76 − 53） の 変化 は 大 きく，物性 （ρ 、
’2．7〜2．6）は ほ とん ど変

化 しな い ．なお，斑 れ い 岩と花こ う岩の い ずれ の風化殻につ い て も，IV帯 （Gb ：D ＝− 10m く，

G ：D ＝− 6m ＜）で は マ サ と粘土 が 混在 して お り，強 度 と物性は大 きく低下 す る． これ らか

ら，花 こ う岩は斑れ い 岩 に比 べ て
， 風化殻下部か らの 強度の 低下が急激で あ る とい える ．

　　キー
ワ
ー ド 1 風化分帯，節理密度，斑れ い 岩丁花 こ う岩，採石場

9 ．地形 発達 シ ミ ュ レ
ー

タ の 構築

野上道男 （日本 大 ・非常勤）

Michio　NOGAM1 ： Simu 且ator 　for　landform 　development

　10 万年 （MIS の 約 1 サ イ ク ル ）先の 地 形 を予測す る コ ン ピュ
ー

タプ ロ グ ラ ム を構 築 した．地

形変化 は 斜面 ・河川
・海岸領域 （海岸線お よ び waveBase ま で の 海底）で 起 きて い る ．こ れ ら

の 領域の 地形変化 をモ デ ル 化 （数式表現） し，初期条件 （DEM ），外 部独立条件 （海面変化 ・

気候 変化
・地殻運動 ・

テ フ ラ の 降下 ），各種 パ ラ メ
ー

タ （各岩石 区分ご と氷期 間氷期 ご との拡散

係数 礫摩耗率，谷頭面積な ど，約 40個）を与 えれ ば，シ ミ ュ レー
タは予測 され る地 形の 地 図

デ
ー

タ を出力す る．例 えば ，500年経過 ご と の DEM ，等高線図，陰影図 ，落水線 方向マ トリ ッ

ク ス ，落水 線勾 配，流域面積 ，
流域平均流 路長，100 年間浸食堆積深 ， 累積浸食堆積深，（沖積

＋ 第五紀 ）層厚 図，斜面 ・段丘年代 図，領域 区分 図 （斜面 ・河川 ・沿岸 ・河 口
・浅海 ・その他

の 海），指定点 か らの 斜面 一河川縦断形 デ
ータ．現時点の シ ミ ュ レ ー

タ で は斜面領域 の 山崩 れ
・

地滑 りの 2 つ の 事象は対象外とな っ て い る．河川 領域で は摩耗 による礫径の 減少は対象で ある

が ，分級作用 は対象外 とな っ て い る．側 刻 と曲流 も不完全である．海岸領域 で は沿岸流 ・浜堤

形成が対象外で あ る．しか し扇状地
・
三 角州 な ど河 川氾濫 地形の 形成 と海成お よ び河成段丘 の

形成 は シ ミ ュ レ ー トで きて い る．河川 に つ い て は 質量収支を完全に監視 して い る の で ，斜面か

ら川 へ の 供 給量 （一部は細粒物質），河川 にお ける礫及 び基盤 の摩 耗に よる細粒 物 質の 生 成

海 へ の 排 出量 は把握で きる．これ に よ っ て ，海面変化 ・地殻変動 ・気候 変化 や火 山灰 層の 降下

な どに対 する河 川 シ ス テ ム の 挙動 （浸食堆積 ・縦 断形変化）を観察で きる．陰影 図を空中写真

に比 すれ ば，地形判読 の 教材 と して使 える．さ ら にな に よ りも，地形学が記載 の科 学か ら予 測

の 科学へ と発 展 を E 指すの で あれ ば，シ ミ ュ レ ータ の 精緻化 とい う課題 は地形学の研究 目標を

具体 的に 示唆 して い る．

　　キ ー
ワ
ー ド ：予測，シ ミ ュ レーシ ョ ン ，地形発達，モ デ ル ，地形学の 目標

10．上高地徳沢 における山地斜面の地形分類

　　　　　　　　　　　手打啓一郎 （筑波大 ・院）・目代邦康 （産総研）・宮本邦明 （筑波大）

Keiichiro　 TEUCHI
，
　 Kuniyasu　 MOKUDAI 　 and 　 Kuniaki　 MIYAMOTO ： Mountain　 slope

classification 　at　Tokusawa
，
　Kamikochi

　飛騨 山脈南部上 高地を流 れ下る梓川の 支流で あ る徳沢流域で は
， 堆積岩が 分布 し，地層の走

向 と谷の 伸 び方向が一致 して い る．谷の 右岸が受 け盤 左岸が流れ盤で ある ．受 け盤で は相対

的に急 な斜面が 卓越 し，流 れ盤で は相対的 に緩い 斜面が広が っ て い る ，空中写真判読 と現地踏

査 に よ る地形分類と 25，　OOO分の 1地形図 を用 い た計測結果 よ り，尾根斜面 は受け盤 ・
流れ盤 と

もに稜線か ら谷底に向か っ て 「山頂緩斜面」
一
幅の 広 い （90〜 30em ）「緩傾斜尾根」（約 20 °

）
一幅の 狭 い （30 〜 90m ＞ 「急傾斜尾根」 （大部分が 32°

以上 ） と い う地 形単位 か ら構成 され て

い る ．それ らの 地形単位の 中で 受 け盤で は急傾斜尾根，流 れ盤で は緩傾斜尾根 の 斜面長が長 く

な っ て い る ．一
方，谷 の縦断形 に お い て ，流路上 端の 安息角 （32 °

）以上 の セ グ メ ン トは受け盤
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